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秋
に
な
る
と
色
鮮
や
か
な
紅
葉
を
見
せ

て
く
れ
る
名
勝
「
奥
津
渓
」
が
国
指
定
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、昭
和
七
年（
一

九
三
二
）
四
月
十
九
日
の
こ
と
で
、
今
年

が
指
定
九
〇
周
年
に
な
り
ま
す
。
当
時
、

奥
津
村
か
ら
文
部
大
臣
へ
提
出
さ
れ
た
申

請
書
に
は
、

関
西
一
の
勝
景
と
し
て
知
ら
れ
、
か
つ

て
は
頼ら

い

山さ
ん

陽よ
う

、
田
山
花か

袋た
い

、
乃
木
将
軍

等
来
歴
さ
れ
賞
讃
措お

か
さ
る
処
で
あ
り

ま
す
。
其
の
間
に
は
臼
淵
の
甌お

う

穴け
つ

、
天

狗
岩
の
奇
岩
、女
窟
の
断
崖
、般
若（
寺
）

の
大
師
堂
、
鮎
返
の
瀧
、
石
割
の
櫻
、

琴
淵
の
深
澤
、
井
字
の
瀧
の
八
景
は
、

天
下
に
冠
た
る
も
の
で
、
奇
岩
怪
石
の

間
に
春
は
コ
ブ
シ
、
石
楠
花
、
懸
崖
の

上
に
は
一
面
に
紅
花
と
燃
え
、
夏
の
翠

緑
に
河
鹿
の
コ
ー
ラ
ス
、
さ
て
は
秋
の

紅
葉
は
川
水
に
映
じ
美
観
壮
観
筆
舌
に

盡つ
く

し
難
く
、
冬
は
そ
の
河
岸
随
所
に
温

泉
に
浸
り
な
が
ら
積
雪
を
鑑
賞
す
る
等
、

四
季
を
通
じ
て
浴
客
観
覧
客
等
殺
到
し

て
い
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
奥
津
渓
が
こ
の
よ

う
に
人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
江
戸

時
代
の
『
作
陽
誌
』（
元
禄
四
年
〈
一
六

九
一
〉
刊
）
に
は
、

碧へ
き

巌が
ん

聳し
ょ
う

抜ば
つ

し
て
緑
樹
秀
出
し
、
天
光

雲
影
、
山
猿
沙
鳥
は
宛さ

な
が
ら
図
画
の
如
し
、

風ふ
う

烟え
ん

常
に
趣
あ
り

と
、
そ
の
景
色
は
賞
賛
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
時
は
ま
だ
人
が
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と

が
な
い
深
山
幽
谷
の
地
で
し
た
。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
津
山
︱
倉
吉
を
結

ぶ
新
た
な
陰
陽
連
絡
路
の
開
発
が
計
画
さ

れ
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
奥
津
渓
を

通
る
県
道
（
大
釣
線
・
大
釣
道
）
が
開
通

し
ま
す
が
、
こ
の
奥
津
渓
の
観
光
開
発
に

い
ち
早
く
着
目
し
た
津
山
の
実
業
家
・
浮

田
佐
平
は
、
大
釣
温
泉
一
帯
の
土
地
を
買

収
し
、
道
路
敷
の
土
地
を
県
に
寄
付
す
る

条
件
で
、
大
釣
線
建
設
を
県
に
働
き
か
け

た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
陰
陽
連
絡
路
の
整

備
の
過
程
と
展
望
を
明
治
三
十
八
年
（
一

九
〇
五
）
に
ま
と
め
た
「
道
報
」
に
は
、

近
き
将
来
に
於
い
て
改
築
を
要
す
べ
き

大
釣
線
の
成
功
し
た
暁
に
は
、
千
尋
の

大
瀑
布
は
恰あ

た
か
も
銀
河
九
天
落
つ
る
が
如

く
、
奇
岩
巨
石
は
自
然
に
画
く
様
を
呈

し
、
見
る
も
の
壮
快
を
感
ぜ
ざ
る
は
な

し
。
文
人
墨
客
の
笻つ

え

を
茲こ

こ

に
曳
く
も
の

春
夏
秋
冬
跡
を
絶
た
ず
。

と
、
大
釣
道
開
通
後
に
奥
津
渓
が

観
光
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
し
て
い
ま

す
。
陸
軍
大
将
・
乃
木
希ま

れ

典す
け

が
訪

れ
た
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇

九
）
は
、
ま
さ
に
こ
の
大
釣
線
工

事
が
着
工
さ
れ
る
前
夜
の
こ
と

で
し
た
。

　
大
釣
線
の
開
通
に
よ
っ
て
、
奥

津
渓
は
奥
津
温
泉
と
共
に
観
光

地
と
し
て
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、

高
い
評
価
を
得
て
、
冒
頭
の
国
指
定
名
勝

へ
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
時
は
近
隣
で
も
国
指
定
文
化
財
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
奥
津
村
に
と
っ
て

は
非
常
に
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
奥
津
渓

の
知
名
度
を
さ
ら
に
上
げ
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
。
翌
昭
和
八
年
に
は
歌

人
・
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
も
奥
津
渓

を
訪
れ
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
歌
に

詠
ん
で
い
ま
す
。

　
戦
後
に
な
る
と
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
の
到

来
に
よ
り
、昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）

か
ら
岡
山
︱
奥
津
間
に
急
行
バ
ス
が
往
来

し
、
遠
方
か
ら
の
集
客
が
ま
す
ま
す
増
大

し
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
（
一

九
六
二
）
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
秋
津
温

泉
」
で
は
奥
津
渓
で
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
岡
田
茉ま

莉り

子こ

演
じ
る

ヒ
ロ
イ
ン
が
桜
の
木
の
下
で
手
首
を
切
る

シ
ー
ン
で
は
、
ケ
ヤ
キ
の
木
が
ス
タ
ッ
フ

に
よ
っ
て
桜
の
木
に
仕
立
て
ら
れ
て
撮
影

さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
Ｃ
Ｍ
撮
影
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

な
ど
も
行
わ
れ
、
指
定
後
九
〇
年
経
っ
た

今
で
も
変
わ
ら
ず
景
勝
地
と
し
て
人
々
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。
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